
図 2 実験の様子と座標軸 

S15109P
下肢に着目した工場用の台車を押す動作の評価 

Evaluation of pushing a dolly for a factory focused on lower limbs 

〇学 藤島 佑太，宮脇 和人，齊藤 亜由子，小林 義和，木澤 悟 

Yuta Fujishima ，Kazuto Miyawaki，Ayuko Saito，Yoshikazu Kobayashi and Satoru Kizawa 

秋田工業高等専門学校 National Institute of Technology,Akita College 

１．緒言 

 工場など生産現場や運送業，ショッピングモールなどで台車がよ

く使われているがその台車を押している動作を工学的に評価してい

る事例は少ない．そこで，本研究は工場などで使われている一般的

な台車を利用している様子を三次元動作解析装置と床反力測定装置

を組み合わせたシステムを用いて解析した．さらに台車を押す人の

下肢にどのような影響が現れるのかを評価する． 

２．研究方法 

動作の解析には，三次元動作解析装置(Vicon Bonita 10 カメラ 8

台 図 1)と床反力測定装置(Kistler 9286 2 枚)と自作の歩行路を用いて実験

を行った．三次元動作解析装置は，主要な関節 35 点にマーカーを取り付け，

そのマーカーを赤外線カメラで撮影し，マーカーの動きを追跡することで

様々な動きを座標データとして測定することが可能である．床反力測定装置

は，床反力の測定が可能である．歩行路は，床反力測定装置と床との高さの

差を無くし，スムーズに台車を移動することができる． 

実験条件は，二つの床反力測定装置の交点を原点とし，左右方向を X 軸，

前後方向を Y 軸，上下方向 Z 軸とした（図 2）．被験者は健常男性 3 名(年齢

19～20 歳，身長 171.5±4.5cm，体重 63±10kg)である．測定は台車に何も乗

せない（0 ㎏）状態で押す場合と荷重を乗せた（100㎏）状態で押して歩

く動作と，同様に 0kgと 100kg で台車を押し始める動作の計 4

パターンを計測した．歩行動作では，歩幅は約 55cm，70bpm

のリズムで，姿勢は特に定めず被験者の押しやすい姿勢で台

車を押してもらい，動作を評価した． 

３．研究結果 

 図 3 は台車に荷重を乗せない場合と 100kg の荷重を載せた

場合の押し始めの動作の右膝関節モーメントを示している．

100kg の荷重を押す場合マイナスの値が大きく出ているため，

押し始める際に，重いものを乗せた状態のほうが膝関節に大

きなモーメントが発生していることが分かった 

図 1 実験場と Vicon Bonita 10 

図 3 押し始めの動作における 

膝関節モーメント 
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